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　親から子へ、子から孫へ事業を承継していくな
かで、継いでくれた子や孫（後継者）が困らない
ようにしておきたいという「親心」としてのパター
ンを紹介します。
　一つ目は、利益が上がったときに「不動産」投
資をして、賃借料収入を得るパターンです。事業
は続けているのですが、既存の得意先からの注文
に対応するのみで、発注量の減少、値下げ要求に
甘んじている企業があります。量産型の製品に組
み込まれている部品を供給している場合に、この
ようなことが起きますが、何の手も打っていない
と、業績を悪化させることに繋がります。営業利
益は赤字でも、営業外収入がありますので、経常
利益では黒字になっています。このタイプの企業
では、営業担当者がいても、御用聞きとして動い
ていることが多く、新規顧客は、Web からの引
き合いに限られています。
　このタイプの企業でよくみられるのが、「注文
が来なくなったらどうしょう」「要求が満たせな
かったらどうしよう」「急な注文に対応できない
と困るから在庫を持っておこう」などと考えるこ
とです。つまり、不安定になるリスクを怖がって
いるのです。だから「不動産」による賃貸収入な
どを求めることになるのです。
　二つ目は、子離れできないパターンです。親心
として後継者のことが心配で、何か手伝えること
はないだろうか、ということでバトンタッチ後も
会長などの役職を持ち、毎日会社に出勤するパ
ターンです。ある企業の実例ですが、バトンタッ
チを受けた後継者が先代に気持ちよく引退しても

らうためにとった行動があります。経営者だけで
はなく、全従業員を巻き込み、引退セレモニーを
開き、感謝の気持ちを伝え、引退していただいた
ということです。先行きに不安はないわけではあ
りませんが、後継者に社長の席を譲ったなら、素
直に引退することも「親心」と言えるのではない
でしょうか。
　三つ目は、得意先からの受注に対して、部品を
供給するとともに、得意先の販売代理店になり、
製品を販売する機能を持つパターンです。製品が
売れれば、当社への発注が増えるメリットはあり
ますが、販売代理店という関係上、得意先の動向
がわかるため、先行きの見通しを立てやすくなり
ます。このパターンの場合、人材育成への投資と
設備投資のバランスを考え、資金を使っていま
す。製造業としての受注量の変動を知っています
ので、日常の販売活動のなかで、新規顧客開拓を
行うことができ、不安定に対してバランスを取れ
る体質になっているのです。
　事業承継では、会社をよい状態にしてから引き
継ぎたいという気持ちから、先代はさまざまなこ
とを考え行動しますが、社会環境が変化し、消費
者の購買行動は、いつも変わっています。会社は、
いつも「不安定」な状態のなかにいるものです。だ
からバランスを取って沈没しないよう考え行動す
るのが経営者です。会社は「不安定」のなかにいる
から強くなれるのであって、安定した状態で安心
していると気づいたときには衰退方向へ進んでい
ることを目の当たりにすることになるでしょう。
そう考えると「不安定でもいいじゃないですか？」

会長　森川　雅章

President Masaaki Morikawa

一般社団法人　東京都中小企業診断士協会

「Tokyo COMPASS第６号」
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特 

集

今号では、公益財団法人東京都中小企業振興公社を特集します。東京都の中小企業・小規模事業者を長
年支援されている公社の皆様に、「事業の全体像」「専門家派遣」「創業支援」の観点を主に、これまで
の事業の歩み、現状分析、これからの支援の方向性など、気になる話を伺いました。

■ 公益財団法人東京都中小企業振興公社の概要および主な事業内容を教えてください。
　当公社は、1966 年７月 29 日に設立された財団法人東京都下請企業振興協会が前身で、大企業と中
小企業の間を取り持つ、受発注斡旋からスタートしています。ですので、現在でも当公社の利用企業の
６割が製造業（東京都の産業分類ではサービス業が６割ぐらい）で、この利用者業種構成は大きな特徴
となっています。現在もこの事業を継続していますが、加えて、IoT や DX、海外販路開拓、あるいは
創業支援など、時代や支援ニーズに合わせ、事業が広がってきているという状況です。また、職員数は
今年の４月時点で 571 名ですが、特定の業務を委嘱している中小企業診断士などの専門家を合わせる
と 1,000 名弱の体制になります。
　主な事業としては、我々が四つの柱と呼んでいる「経営相談」、「助成金」、「販路開拓」、「人材支援」
があり、その他にデジタル、創業、知的財産や海外展開支援などの事業があります。
　「経営相談」は、当公社の一丁目一番地であると考えています。年間１万件以上の相談をお受けして
いる「ワンストップ総合相談（秋葉原本社５階）※」では常に中小企業診断士や税理士、公認会計士、
弁護士などの専門家に来所や電話、メールでさまざまな相談ができます。また、各方面の専門家が１か
所にいらっしゃいますので、たとえば税理士に相談、それから中小企業診断士に相談して、などとワン
ストップで多様な経営課題を解決できることも強みと考えています。
　「助成金」は、原油価格高騰などの社会情勢の変化に臨機応変に対応するものや定番の「製品開発」や「販
路開拓」「創業」など、いろいろなテーマの助成金を用意しています。最近のトレンドとしては生産性
向上を目的とした、デジタル機器や IoT、ロボットなどを導入するデジタル系の助成金や競争力を強化
するための設備投資助成金が非常に人気です。これらの助成金は、限度額 100 万円のものから１億円
のものまで、多様なニーズに沿ってご用意しています。

東京都中小企業振興公社　事業のアウトライン

大場　順二
企画管理部　企画課長

外資系自動車メーカーやネットサービスのベンチャー企業を
経て、公社に入社。
研修事業や事業可能性評価などの担当を経て、現職。

　※　経営相談については、城東・城南・多摩の各支社でも行っております。
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　「販路開拓」は、優れた製品や技術を持つ
中小企業に、ビジネスナビゲータと呼ばれ
る経験豊富な大企業出身者の助言などを受け
てマーケティング戦略の策定や営業先のコー
ディネートを行う１対１のマッチング支援
と、商談会や展示会出展の１対不特定多数の
支援を中心に行っています。
　「人材支援」は今年度から新たに人的資本
経営事業を開始し、これまで実績を重ねてき
た人材ナビゲータ派遣とのリンクを意識しな
がらパワーアップして展開しています。
人材課題は、テレワーク導入による人事評価制度の見直しなどの即時的なものから、人材育成計画の策
定等中長期的なものまで幅広く、人材ナビゲータが一緒に伴走型で支援します。また、その育成計画に
基づき当公社の実施する研修を取り込むなど、個々の企業様に寄り添いながら、さまざまなメニューと
合わせて支援できる点がポイントです。
　これらの四つの柱をもとに、生産性向上や創業、事業承継といった個別の支援ニーズに対応する事業
が構成されている、と考えていただくとわかりやすいと思います。

■ 現在の中小企業を取り巻く環境について教えてください。
　新型コロナウイルス感染症も５類へ移行し、経済への影響が小さくなる一方で、原材料価格やエネル
ギーコストの高騰などから、依然として中小企業を取り巻く環境は予断を許さない状況が続いています。
一方で、コロナ禍といった特殊な状況においても、創業を志す方は減りませんでした。今こういう時期
だからこそ、考えてみようかな、という方もいらっしゃるのかな、と。総じて取り巻く環境は厳しいけ
れども、新たにビジネスを起こそうという意欲は衰えてない、という感触は持っています。

■ 貴公社で活躍されている中小企業診断士の特徴を教えてください。
　フットワークがすごく軽く、企業の現場にすぐに行く方。加えて本当に企業に寄り添って、経営者の
懐に入るのがうまいな、という方が活躍されている、という印象です。経営者との壁がなく、そのうえ
専門分野をお持ちで、自分の得意な土俵では他の追随を許さない専門性を持っている方が当公社で活躍
されているという印象を持っています。

■ 中小企業診断士に求めること
　三現主義ではないですけれど、現場に行って企業の役に立つ、まぁ、原理原則ですが、そこですかね。
やはり基本は、現場に行って企業が困っていることを聞き取る能力とその解決をどう方向づけていくか
という目利き。意外と社長が抱えている問題意識が間違っていることもあります。実際にそう思い込ん
でいる社長に対して、「社長ちょっと違うかもしれませんね」と言える、そういうことは社長の懐に入
らないと分からない。このようにフットワークが軽くて、企業の経営者の懐に入り込んで、一緒に現場
を盛り上げてくれる、というのが当公社が中小企業診断士へ求めるところになると思います。

■ 公社としての今後の目指す姿、抱負を教えてください。
　中小企業の経営者の方が何か相談してみようと思うときに、一番に思い浮かぶ支援機関になりたい、
と思いますし、そこを目指さなければいけないと思います。そのためには常に企業と接点を持っていな
ければ思い出していただけないし、今多くの企業がこんなことで困っているのだろうな、ということを
きちんとキャッチしてないと、企業の課題に対応する支援事業のラインナップができないと考えていま
す。企業が困ったときに当公社のことが真っ先に思い浮かぶ、そしてそれにすぐ応えることができる、
というところが究極の目指すところです。

（取材：島津 浩平）

東京都中小企業振興公社　事業のアウトライン
事業の４つの柱（中小企業支援ガイドより抜粋）
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■ 総合支援課が行っている事業について教えてください。
　さまざまな事業を行っていますが、まず根幹として「ワンストップ総合相談」を行っています。「ワ
ンストップ総合相談」は、中小企業診断士や弁護士、税理士など多様な士業の方が、経営者の相談に
応じる事業になります。次に「専門家派遣事業」があります。また、「事業承継・再生支援事業」では、
巡回相談や助成金、企業再編促進支援といういわゆる M&A の支援、M&A 後の経営統合（PMI）支援
などを行っています。今年度開始した「カスタマーハラスメント対策に向けた経営支援事業」では、相
談窓口や専門家派遣などを行っています。さらに、「取引改善指導」の事業があります。現在さまざま
な価格が高騰していますので、それを踏まえて価格転嫁をしていくなど、中小企業下請事業者の取引適
正化に関する事業を行っています。

■ 専門家派遣事業の概要を教えてください。
　中小企業が抱える経営課題につきまして、当公社に登録されている幅広い分野の登録専門家の中か
ら、課題解決を支援する専門家を派遣する事業になります。１企業あたり年間に最大８回まで支援可能
で、費用は企業と当公社が折半します。もう１つ「政策課題対応型専門家派遣事業」は、環境やデジタ
ル、防災などのいわゆる政策課題に取り組む企業を
対象に、年間に最大で４回まで企業の負担は無償で
派遣を行っています。同様の無償のスキームとして
は、「原油価格高騰等課題解決に向けた専門家派遣事
業」もあります（募集は終了しました）。原油価格は
高騰してきておりますので、事業活動に影響を受け
る企業を対象に、これも年間４回まで無償で派遣し
ています。直近の第１四半期で専門家派遣事業に申
込みをされた企業が、無償のものと有償のものを含
めてすでに 300 社を超えるような状況になっていま

東京都中小企業振興公社　専門家派遣事業

左古　将典
総合支援部　総合支援課長
東京都主税局、政策企画局など、長年都政に携わる。
今年４月から公社に派遣、現職。

特 

集

４つの専門家派遣事業
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す。当公社では、製造業がターゲットとなる支援メニューが多いものの、専門家派遣事業やワンストッ
プ総合相談事業は、製造業よりも他の分野の企業からの依頼が多いのが特徴です。
　ちなみに、当公社の専門家派遣事業ですが、東京都中小企業診断士協会の「BPS 総合診断」とも連携
を開始させていただきました。

■ 専門家派遣事業において、大事にしていることについて教えてください。
　数年前までは、申込時期を区切っていましたが、実際に課題を持っている企業にとって、まさに今取
り組みたいのに専門家が派遣されるまで数ヶ月のタイムラグが出てしまうことがありました。そのため
今年度からは随時申込みをしていただけるような形に変更して、申込みがあってから実際に派遣される
までのタイムラグを極力なくして、スピーディーに対応することを重視しています。そのうえで課題を
持った企業に対して、しっかりその分野に強みをもつ専門家をアサインするように心がけています。

■ 最近の相談事で多いことや特徴的なものがあれば教えてください。
　流行りのものはありませんが、経営全般や経営戦略の助言・支援、あるいはマーケティング関係のご
相談が多いです。また、オーソドックスなところですと、「強み弱みを把握するのを手伝ってほしい」、「業
務効率を改善したいけれど、どうしたらいいですか」というご相談などが多いですね。あと経営戦略では、
中期経営計画や事業計画の策定・見直し、これも非常に多いです。マーケティングでいうと、オンライ
ンショップの強化、SNS の活用、ネット集客、展示会出展などについて、「どのようにしたらよいですか」
という相談が多いです。

■ 専門家派遣事業で活躍している中小企業診断士の特徴を教えてください。
　経営の専門用語をなるべく使わずに経営者にわかりやすい言葉で伝えることができる、ということが
ひとつ大きな特徴と思います。さらに現状把握として、長所や短所を含めて経営者と一緒に考え、事例
を交えながら、しっかり課題を見つけ出して解決に導いてくれる専門家が活躍しています。あとは、も
ちろん経験や知識が豊富ということは前提としてありますが、それだけではなく、経営者が受け入れや
すいような言い方、伝え方ということが非常に重要と思います。加えて情報感度が非常に高くて、最新
のトピック、情報をちゃんと追いかけていて、経営者にしっかりお応えできる、といったところですね。
もう一つ、中小企業は大企業に比べて資金調達が難しいところもあるので、企業の経営課題解決に向け
た関連のある補助金や助成金などのメニューを紹介してくれる方ですね。最後になりますが、やはりわ
れわれは公的機関であり、そこの専門家としてご支援いただくので、客観的な立場で経営者の意思決定
の助言ができるというのは非常に重要と思っています。

■ 専門家派遣事業の今後の展望を教えてください。
　今これだけ経営環境が変わっていく中なので、中小企業が専門家の知見を求めている声も聞いていま
して、それに応える機会というのは必要と思っています。実際利用された企業から「ありがたい」、「助
かった」などの言葉や反応をいただくので、改めてわれわれも企業に必要なご支援を実施できていると
感じているところです。一方で、課題としては、もっと中小企業に認知していただくことも重要と思っ
ています。専門家派遣事業そのものをしっかり実施するのはもちろん、PR も積極的に展開していきた
いと考えています。

（取材：島津 浩平）

東京都中小企業振興公社　専門家派遣事業

左古　将典
総合支援部　総合支援課長
東京都主税局、政策企画局など、長年都政に携わる。
今年４月から公社に派遣、現職。

Tokyo COMPASS Autumn & Winter 2023   05



■ TOKYO 創業ステーション TAMA の事業概要を教えてください。
　2014 年の中小企業白書に、起業を志す人の人数がどんどん減っているとあります。実際の創業者数
は横ばいだったのですが、このままいくと減少していくだろうという懸念がありました。そこで 2017
年に起業や創業の支援を行う「TOKYO 創業ステーション」を丸の内に開設しました。TOKYO 創業ス
テーション TAMA は、2020 年７月末に立川に開設しました。丸の内と同じコンセプトで、起業や創
業について、とにかく知って、興味を持ってもらう。そのためには起業ニーズの掘り起こしと、起業準
備者の支援を両輪で行わないと、起業者、創業者数は増えていかないという考えで設立されました。
　支援前半のステップでは掘り起こしを行います。民間に委託している Startup Hub Tokyo（スタハ）
では、イベントや先輩起業家に相談できるコンシェルジュ相談などの運営を行っています。支援後半の
ステップからはプランコンサルティング支援となります。主には事業計画書策定の伴走的な支援を行い
ます。その核となるのがプランコンサルティングです。プランコンサルティングの相談員（プランコン
サルタント）は多摩だけで 16 名おり、１名以外はすべて中小企業診断士の方々です。年齢は、30 代
の若い方からベテランの方まで幅広く所属しています。
　事業計画策定支援は、創業羅針盤（右図）に沿った形で支援しています。創業羅針盤はアイデアや強
みを整理しビジネスモデルへ進化させ、売上等数値計画に落とし込むまでの創業に必要なステップを見
える化したものです。創業羅針盤を活用した事業計画策定の支援回数は平均 8.2 回です。プランコンサ
ルタントと平均８回面談しながら事業計画書を策定して
いきます。
　ほかにも、商業施設の一画を借り、アンケートやユー
ザーインタビューを通じて仮説検証をするテストマーケ
ティング事業や、業種別セミナーを行っています。業種
別セミナーは、業種に絞った形で行っています。たとえば、
学習塾や居酒屋、ネイルサロンのような業種です。この業
種別セミナーは、とくに受講者の満足度が高い事業です。

東京都中小企業振興公社　創業支援拠点（多摩）

山本　康博
事業戦略部　多摩創業支援課長

大手商社グループの冷凍食品メーカー、コンサルティング企業の
 営業コンサルタント職を経て、公社に入社。

販路開拓や海外展開の支援に従事し、その後現職。

特 

集

創業羅針盤
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　また、自治体、商工会議所と連携する地域連携事業を行っています。たとえば町田市のイベントでは
メタバースについて、講師を派遣してほしいと依頼がありました。創業の最先端のテーマだと自治体で
は講師を見つけることが難しいとのことで、さまざまなテーマで多方面からご依頼をいただいています。
　多摩地域の特徴として、大学のキャンパスが 60 ほど集積しています。学生向けに大学からも講師派
遣の依頼を受けています。これまで約 30 の大学への派遣実績があり、ニーズも増えています。この事
業は TOKYO 創業ステーション TAMA を知ってもらうきっかけになっています。最近では、大学にと
どまらず高校や中学校からも依頼を受けています。

■ プランコンサルティングを利用して成果を上げた具体例を教えてください。
　学生などを対象にした U-25 向けプログラムというものを行っています。とくに TAMA 起業ゼミに
力を入れています。今年度からはアドバンスクラスという、より高みを目指すクラスを設置しました。
TAMA 起業ゼミでは大体２か月で MVP ※１を作ることなどをテーマにしています。１期では４名の参
加でしたが、コミュニティが形成され、先輩からの口コミなどが増えて、９期では 40 名ほどの参加者
が集まりました。
　受講者の中には、“TOKYO STARTUP GATEWAY”という東京都で最大のビジネスコンテストで優
秀賞を獲得して、ジェトロのシリコンバレー派遣に採用された方や、“たびふぁん”という旅行のプラッ
トフォームを構築された方がいらっしゃいます。“たびふぁん”は、大手旅行会社が有名な箱根などの宿
と提携して大量に送客するビジネスであることに対して、旅行好きの学生が集まって、プロモーション
をしていない本当によい中小規模の宿や温泉のファンを増やしていくような取り組みをしています。
　このように TAMA 起業ゼミは、起業に対する意識の高い若年層の育成に力を入れています。また、
TAMA 起業ゼミから本格的に起業したいと考えている方は、アドバンスクラスでさらに事業を磨き上
げていきます。
　※ 1　Minimum Viable Product（実用最小限の製品）

■  これからも、成功する創業を増やす意味で、プランコンサルティング事業の果たす役割は大きくなっ
ていくと考えております。プランコンサルティング事業の目指す姿や今後の抱負を教えてください。

　一言に創業といっても、独立開業もあれば、副業や主婦の方の月５万円から月 10 万円といった少額
収入のビジネスもあります。一方で、スタートアップは本当に件数が少なく、増やしていく必要がある
のが現状です。
　そのような背景のもと、ものづくりスタートアップの支援として「多摩ものづくりスタートアップ起
業家育成事業」を今年度から実施しています。現在、65 件程度（2023年 9月現在）の相談を受けて
いて、中にはすごい技術や、大化けするとおもしろいものが結構あります。このようなスタートアップ
の MVP やビジネスモデルを、一緒に作ることができるとよいと考えています。通常、ものづくりには
多額のキャッシュが必要なため、ものづくりのスタートアップは日本からなくなってしまうのではない
かという危機感を持っています。そこで、２年間で最大 1,300 万円を費用支援します。
　また、技術創業の支援となる、ものづくりでは、いきなり事業計画書を策定するよりも、アメリカ型
のリーンスタートアップメソッド※２が良いのではと考えています。何度もユーザーにヒアリングしな
がら MVP をまず作って、製品やサービスができた後に事業計画書を策定する流れです。たとえば、カ
フェや居酒屋など既存事業では勝ちパターンが決まっていますが、メルカリのような世の中にないよう
なサービスを作る場合は、事業計画書とともに、MVP の作成と仮説検証が重要だと考えています。
　※２　仮説検証を繰り返しながら効率的に事業立ち上げていく手法

 （取材：高畠 伸晃）

東京都中小企業振興公社　創業支援拠点（多摩）
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　東京都中小企業診断士協会城東支部（以下、城東支部）では、地方創生に関心を持つメンバーが集まっ
て現地訪問を含む調査研究活動を行っている。プロジェクトチームは今、広島県の中山間の町、神石高
原町（じんせきこうげんちょう）の明るい未来を目指して支援活動を続けている。2022 年度は町の若
手職員による「神石高原町版・経営デザインシート」作成研修をサポート。2023 年度は「神石高原町版・
知的資産経営報告書」の作成に向けて、インタビュー取材や住民ワークショップ開催を行う。人口減少
に悩む町の課題解決に向けて、中小企業診断士が地域とともに挑戦する。

■地方創生活動からつながった神石高原町の入江町長
　きっかけはコロナ禍前の 2019 年秋。城東支部のプロジェクトメ
ンバーが東京都内の居酒屋で、神石高原町の入江嘉則町長を紹介し
ていただいた。当時この居酒屋を経営しながら三重県の漁業に進出
していた株式会社ゲイトの五月女圭一社長との打ち合わせに集まっ
た時のことだ。
　チームは内閣府地方創生推進室が主催する「地方創生☆政策アイ
デアコンテスト」に、五月女社長のビジネスモデルをベースにした
企画案を応募しようとしていた。地域の漁業現場の課題解決につながる提案だ。その後コンテストの結
果は、最高賞の地方創生担当大臣賞を受賞するという成果を上げたのだが、そのとき、神石高原町産の
イノシシ肉をトップセールスにいらしていた入江町長との出会いもまた、大きな幸運だった。
　「中小企業診断士として何かお手伝いをしたい」と入江町長と意気投合したものの、コロナ禍により
現地視察が保留となって１年が経過。2021 年には町長、副町長、政策企画課長といった皆さんと定期
的なオンラインミーティングを重ね、2022 年に本格的な支援活動が始まった。（現在のプロジェクト
チーム員は、大石前城東支部長を含む８名で、2019 年時点から数人の入れ替わりがある。元城東支部
員で現在は広島県中小企業診断協会員の１名も含む）

■神石高原町の概要
　神石高原町は広島県の東部に位置し、南は福山市、東は岡山県に接する。標高 400 ～ 500m の中山
間地域にあり、農業を基幹産業として、トマト、ブドウ、黒毛和牛の「神石牛」といった特産品があ
る。人口は 8,091 人（2023 年８月１日現在集計）で、広島県内でも人口減少の著しい町の一つであり、
少子高齢化対策 , 定住対策などが喫緊の課題となっている。
　一方、町のキャッチフレーズ「人と自然が輝く高原のまち」のもと、「誰もが挑戦できるまち」を目
指して、活発な取り組みが行われている。ドローンやデジタル技術の活用によるスーパーシティ構想の
提案のほか、さまざまなジャンルのキーパーソンとの連携でも注目される。

■昨年から続く支援活動の内容
　本格的な支援活動を始めた 2022 年度は、町の 30 年後、50 年後に向けた将来ビジョンを「経営デ
ザインシート」（以下、KDS）を使って描くことに取り組んだ。KDS は、企業などが持続的な成長のた
めに、将来の価値創造の仕組みを描き、ありたい姿に移行する戦略までを１枚にまとめるシートだ。町

神石高原町長 入江嘉則様

～中山間過疎地域の「挑戦のまち」を知的資産
（見えざる資産）の視点で応援する～

中小企業診断士による地方自治体支援の実例報告

東京都中小企業診断士協会 城東支部・地方創生プロジェクトチーム

執筆：宮田 昌尚
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を一つの経営体とみなし、企業経営の視点を取り
入れて、町の将来価値を検討する作業となる。そ
れを、町役場の若手職員への研修という形で、将
来を担う職員の育成を兼ねて行うこととした。
　町職員の有志を募ると 10 名から手が挙がり、
2022 年６月から 2023 年２月まで、毎月、現
地訪問とオンラインを組み合わせて「KDS 作成
研修」を開催した。うち３回は現地で２日間の
ワークショップ、残り６回はオンラインでの講義
とワークショップだ。町の強み・弱みから、外部
環境の変化、理念やビジョンについて討議し、目に見えない本当の強みである「知的資産」を、受講生
メンバーが主体となって追究した。中小企業診断士メンバーの側では、毎回、テキスト作成からワーク
ショップの進行まで、複数メンバーを主講師に立てながら対応した。
　受講生メンバーの思いのこもった KDS が完成すると、町長以下幹部の集まる会議の場で成果発表が
行われた。幹部の方々からは、とくに若手の職員が町の将来のことを真剣に考えたことに対して、高い
評価と今後への期待の声が寄せられた。人口減少が待ったなしの今、町の将来像や存続・発展していく
ための施策は自らが主体となって真剣に考えなければならないと、町長をはじめ幹部の方々に改めて認
識いただく機会となった。、
　これを受けて、今年度は「神石高原町版・知的資産経営報告書」を、町が主体となり診断士が支援す
る形で作成することになった。KDS で明らかになった文化、人材、ブランドなど町の見えざる資産の
活用を中心に、町と関係する各分野のキーパーソンへのインタビューや住民参加のワークショップを実
施し、町の将来価値を描く計画である。今回も町の将来を担う若手職員の育成を目指して、職員メンバー
10 名（半数が前年度受講者、半数は今年度新規参加者）と中小企業診断士プロジェクトチームが協同
で活動していく。

　これまでのところ（2023 年８月末時点）、５月に現地で入江町
長および政策企画課とのキックオフミーティング、６月はオンラ
インでの協議、７月に現地でキーパーソン 10 名と入江町長のイ
ンタビューを実施した。また、８月には、地元の中学生・高校生
10 名と一般住民５名に参加してもらい、「まちづくりワークショッ
プ」を開催した。今後、インタビュー取材や住民参加ワークショッ
プの内容を踏まえて、町職員メンバーと協同して神石高原町の強
みと課題を分析し、将来に向けた価値創造の支援を行っていく。

■地域社会の課題解決に向けて
　キーパーソンのインタビューでは、農業や観光などの産業振興を担う方以外にも、地域外から関係を
作って神石高原町の課題解決を図るさまざまな分野の方に話を聞いた。そこから見えてくるのは「誰も
が挑戦できる」環境づくりや積極的なネットワーク作りであった。これらをヒントに神石高原町の持つ
知的資産と本当の強みを探り、将来に向けての施策が見えてくるように、報告書作成を進めていきたい。
　今回の「神石高原町版・知的資産経営報告書」作成にあたっては、町長や町職員の方が対外的に神石
高原町をアピールできるような簡単なリーフレットを併せて制作する計画がある。町内外の多様な人材
のインタビューからその挑戦する姿を描くことで、神石高原町にはこのようにおもしろい潜在力がある
と期待を持たれることだろう。来年１月に報告書とリーフレットを完成させ、２月に町長と町幹部への
報告会を行うという目標に向かって、神石高原町の皆様とタッグを組んだ活動が続く。
　また、人口減少と高齢化への対応は日本各地で大きな課題である。神石高原町の将来に向けた施策の
糸口を探るとともに、地方創生における汎用的なテーマに企業経営の視点を取り入れて取り組むことで、
広く地域の活性化に向けて尽力していきたいと考えている。

中小企業診断士による地方自治体支援の実例報告
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　東京都中小企業診断士協会事業推進部（以下、事業推進部）は、東京協会の「中小企業・小規模事業
者から信頼され、必要とされる経営の支援者を目指します！」のビジョンに沿って 2020 年春に設置さ
れました。東京協会は、主に東京都を活動エリアとしており、経営相談事業、経営診断事業、資格維持・
能力開発事業、社会貢献事業を主な活動としています。このうち、事業推進部では、経営相談事業、経
営診断事業の一端を担っています。

　事業推進部の役割は大きく２つです。一つは、東京協会の事業事務局と連携し、国や東京都、中小企
業支援機関、金融機関から依頼される専門家派遣への支援要請に対し適任者を選定のうえ推薦すること。
もう一つは、小規模事業者、中小企業、中堅企業への支援強化、および会員の活躍機会の拡大に資する
ことです。これらの役割は、小規模事業者のニーズに対応した柔軟性のある相談事業を行うこと、および、
中小・中堅企業の事業活動に焦点を置いた「BPS 総合診断事業」（成長段階に応じた企業の「健康診断」）

を進めることです。
　ここから、小規模事業者への相談事業のうち、2022 年より実
施している長崎県東京産業支援センター（※）の入居企業様への
支援内容をご紹介します。これまでの取り組みを以下に時系列に
記します。

（※）長崎県庁の新産業創造課が、長崎県内企業の首都圏における販路開拓
や情報収集・情報発信などの事業活動のための場を提供している施設です。
新宿区四ツ谷にあり、常時、約 30 の企業が入居されています。

　入居企業様からヒアリングを行い、要望の多かった海外展開、各種支援制度、Web の活用などの要
望をもとにセミナーのテーマを検討し、東京協会会員の協力を得ながら開催しています。膝をつき合わ
せた形式での質疑応答も加わり、参加企業様からは高評価をいただいています。
　地理的・歴史的な背景からか、長崎県の企業様は、海外展開、新しいことへ高い関心をお持ちです。
変化と進化する要望に沿った役立つご支援を今後も提供したいと考えています。

2023年２月
（第１回）

「海外ビジネスの進め方」　ワールドビジネス研究会 酒向敦会員
海外ビジネスへの基本的な考え方、取り組み時の７つのチェックポイントなど

2023年３月
（第２回）

「外国人材の活用を通じた　海外ビジネスの進め方」　酒向敦会員
成功している企業の外国人材活用事例、在留資格と今後の可能性など

2023年５月
（第３回）

「広告宣伝や設備投資に利用できる補助金入門」　事業推進部 山邊俊夫会員
補助金のしくみの理解、国の補助金・長崎県の補助金、申請のしかたなど

2023年６月
（第４回）

「物販小売業におけるECサイトでの売上向上施策」　中央支部 伊藤きよ枝会員
自社サイトにおける売上向上のための３要素、Instagramでの販売促進など

2023年７月
（第５回）

「ウェブ・マーケティングを活用した　顧客売上向上術」　伊藤きよ枝会員
ランディングページ、カラーイメージ、参加企業のサイトチェックなど

左から  事業事務局 坪田修
さん、中央支部 伊藤きよ枝
さん（6・7月セミナー担当）、
事業推進部 山邊俊夫さん
（5月セミナー担当）

長崎県東京産業支援センター

東京都中小企業診断士協会 事業推進部長

執筆：鳩貝 暢夫

長崎県東京産業支援センターへの支援報告

～ようこそ東京へ　東京協会がご支援します～
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　企業を取り巻く環境のなかで「事業承継」が話題になっています。「事業承継」は今に始まった訳で
はありませんが、「何でこんなに有名な会社がこんなに苦労しているの？」という事例に遭遇すること
があります。技術力があり、ブランド力があり、資金も潤沢であったのに、後継者にバトンタッチする
のに、何故こんなに苦しい思いをしているのだろう、という事例を見てきました。売上が減少し、利益
を出せず、赤字転落、キャッシュは不動産に代わり、賃貸収入で何とか体裁を保っている決算書も見て
きました。こんな状態で、後継者に引き継げないから何とか体制を立て直して後継者にバトンを渡した
い、そんな思いを持っている経営者から相談を受けることがあります。果たして今の経営陣で立て直し
が可能だろうかと疑問を持つのは、私だけなのでしょうか。
　この状態は、私たち一人一人の健康管理と似ています。私たちは、毎年の健康診断が日常化するよう
になってきました。「異常なし」の結果であれば安心します。「要経過観察」をもらった場合、まだ大丈
夫と思う人もいれば、何とかしなければと思う人もいます。「要治療」となれば、何らかのアクション
を起こして治療に向かうでしょう。
　では、企業で見た場合はどうでしょうか。決算書による業績で今の健康状態を見ることが一般的です。
損益計算書を見て、利益が出ていれば「良し」とし、赤字であれば「大変だ」何とかしなければ、と思
うのですが、実はそれだけではないようです。黒字企業の場合でも、計画に対する達成率で良否を判断
する経営者もいれば、もうかっていれば、まずは良しとする経営者もいるようです。赤字だから大変だ、
という経営者のなかにも、景気が低迷しているのだから仕方ない、景気が戻れば、売上も元に戻る、と
思っている経営者もいれば、計画どおり実行できなかったことの問題はどこにあるのだろうか、と反省
する経営者もいます。
　このような現実が見えてくると、企業の状態を業績だけで見るのではなく、企業が事業活動を実施す
る上で必要な機能や能力があり、それらを効果的に活用できているかどうかを診断するプログラムが必
要であると考え、「BPS 総合診断」事業を開発しました。
　右図は、事業活動におけるモノ、
カネ、情報の流れと企業活動にお
ける「PDCA」の回し方を概念図
として示しています。
　素材や材料を販売会社を通して
製造会社に届け、加工、組み立て
された製品が卸・小売などを経由
して消費者に届く「モノと情報の
流れ」と消費者から流通を経由し
て各事業者に流れてくる「カネと
情報の流れ」を示しています。
　当社が、どの位置にいたとしても、得意先や仕入先との取引があります。次工程へ提供する製品や
サービスの開発は欠かせません。キャッシュを生み出さなければ、新たな投資ができません。これら「表
の競争力」を活かすためには「裏の競争力」が必要です。日常の活動のなかでの実績の収集、進捗管理
に加え、継続的は改善の仕組みが存在して機能していれば、問題点の早期発見と改善へとつながってい
ます。そのために必要なことが、変化に対応できる人材の育成です。この仕組みが機能していることを
チェックしてみませんか。

「ＢＰＳ総合診断」活用事例「ＢＰＳ総合診断」活用事例
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シンダンシ・プラス
～ 中小企業診断士です。企業とお店をサポートします ～

せ
た
四
種
類
の
戦
略
な
の
だ
そ
う
だ
。

　
「
市
場
浸
透
戦
略
は
左
上
で
、
既
存
市
場
に
既
存
製
品
の

タ
ピ
オ
カ
ド
リ
ン
ク
を
売
る
戦
略
で
す
。
新
メ
ニ
ュ
ー
開
発

も
こ
こ
で
す
。
お
と
な
り
の
既
存
市
場
×
新
製
品
の
新
製
品

開
発
戦
略
は
、
今
の
お
店
で
ド
リ
ン
ク
の
ほ
か
に
ス
ナ
ッ
ク

的
な
も
の
を
売
り
は
じ
め
る
と
か
で
す
。
こ
れ
は
客
単
価
向

上
に
な
り
そ
う
で
す
ね
」

　

客
単
価
向
上
は
僕
の
お
店
の
課
題
な
の
だ
そ
う
だ
。
針
宮

さ
ん
に
言
わ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。

　
「
新
製
品
と
言
っ
て
も
、
タ
ピ
オ
カ
屋
さ
ん
で
出
し
て
い

な
か
っ
た
製
品
と
い
う
意
味
で
、
世
の
中
に
今
ま
で
な
か
っ

た
製
品
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
世
界
初
な
ん
て
言

う
と
ハ
ー
ド
ル
が
あ
が
り
す
ぎ
ま
す
か
ら
ね
」

　

う
ん
、
世
界
初
の
も
の
を
作
る
な
ん
て
僕
に
は
無
理
だ
。

　
「
市
場
浸
透
戦
略
の
下
は
新
市
場
開
拓
戦
略
で
、
タ
ピ
オ

カ
・
ド
リ
ン
ク
を
新
し
い
お
客
さ
ん
に
売
る
っ
て
こ
と
で
す
。

た
と
え
ば
、
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
で
遠
く
に
行
っ
て
売
る
と
か
。

新
橋
で
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
お
じ
さ
ん
に
タ
ピ
オ
カ
・
ド
リ
ン

ク
を
飲
ん
で
も
ら
う
な
ん
て
ど
う
で
し
ょ
う
。
無
理
そ
う
か

な
」

　

針
宮
さ
ん
の
た
と
え
は
な
か
な
か
斬
新
だ
。
ス
ー
ツ
着
た

お
じ
さ
ん
が
タ
ピ
オ
カ
・
ド
リ
ン
ク
の
ス
ト
ロ
ー
を
す
す
っ

て
い
る
と
こ
ろ
を
想
像
し
て
し
ま
っ
た
。
実
現
し
た
ら
市
場

が
一
気
に
広
が
り
そ
う
で
は
あ
る
け
れ
ど
。

　
「
最
後
の
多
角
化
戦
略
は
新
市
場
×
新
製
品
で
、
タ
ピ
オ

カ
屋
さ
ん
が
や
っ
て
い
る
こ
と
そ
の
も
の
と
言
え
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
も
と
も
と
日
本
料
理
屋
さ
ん
で
す
も
ん
ね
」

　
「
タ
ピ
オ
カ
屋
と
お
客
さ
ん
が
ぜ
ん
ぜ
ん
か
ぶ
っ
て
な
い

し
、
日
本
料
理
屋
で
タ
ピ
オ
カ
は
出
し
ま
せ
ん
か
ら
ね
。
そ

う
い
う
こ
と
か
」

　

注
文
を
受
け
て
か
ら
焼
く
と
い
う
さ
つ
ま
ス
フ
レ
が
焼
き

あ
が
っ
て
テ
ー
ブ
ル
へ
や
っ
て
き
た
。
コ
コ
ッ
ト
に
ス
フ
レ

が
盛
り
上
が
っ
て
い
る
。
湯
気
が
立
っ
て
熱
々
だ
。

　

ス
プ
ー
ン
で
ひ
と
口
。
さ
つ
ま
い
も
の
や
さ
し
い
甘
さ
と

ス
フ
レ
の
ふ
ん
わ
り
が
か
け
あ
わ
さ
れ
て
、
や
さ
し
さ
で
出

来
あ
が
っ
て
い
る
み
た
い
だ
。

　

つ
い
て
き
た
キ
ャ
ラ
メ
ル
シ
ロ
ッ
プ
を
、
ス
フ
レ
に
で
き

た
穴
に
た
ら
す
。
さ
ら
に
ひ
と
口
。
し
っ
か
り
し
た
甘
さ
に

な
っ
た
。
キ
ャ
ラ
メ
ル
の
ほ
ろ
に
が
さ
と
相
性
が
抜
群
だ
。

　
「
ど
う
で
す
？　

タ
ピ
オ
カ
屋
さ
ん
。
ど
れ
か
挑
戦
し
た

い
と
思
い
ま
し
た
か
」

　
「
こ
の
新
製
品
開
発
戦
略
と
い
う
や
つ
で
、
僕
に
な
に
か

作
ら
せ
よ
う
と
思
っ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
？
」

　
「
そ
ん
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
よ
？　

す
ぐ
で
は
な
く
て

も
、
新
規
事
業
に
つ
い
て
考
え
は
じ
め
て
よ
い
と
思
っ
た
だ

け
で
す
」

　

あ
や
し
い
。
新
規
事
業
の
話
だ
け
な
ら
川
越
ま
で
こ
な
く

て
も
よ
か
っ
た
の
で
は
。

　
「
な
に
か
ヒ
ン
ト
に
な
る
か
な
ぁ
と
は
思
い
ま
し
た
け
ど

ね
」

　

喫
茶
店
の
あ
と
、川
越
を
ぶ
ら
ぶ
ら
し
て
食
べ
歩
き
の
末
、

満
腹
に
な
っ
て
帰
っ
た
。
さ
つ
ま
い
も
ス
イ
ー
ツ
の
食
べ
歩

き
が
目
的
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
疑
念
が
高
ま
る
。

　
「
ふ
ぅ
ー
、
つ
い
た
ぁ
。
苦
し
い
」

　

家
に
た
ど
り
つ
い
て
、
お
腹
を
さ
す
る
。

　
「
み
ん
な
お
い
し
か
っ
た
。
新
規
事
業
の
ヒ
ン
ト
も
い
っ

ぱ
い
得
ら
れ
た
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
」

　
「
は
あ
、
ひ
と
つ
だ
け
」

　
「
ど
ん
な
ど
ん
な
？
」

　
「
今
は
さ
つ
ま
い
も
の
こ
と
し
か
考
え
ら
れ
な
い
ん
で
す

け
ど
、
さ
つ
ま
い
も
の
ペ
ー
ス
ト
に
牛
乳
と
タ
マ
ゴ
を
練
り

込
ん
で
焼
く
ん
で
す
。
し
っ
と
り
ね
っ
と
り
食
感
に
や
さ
し

い
甘
さ
と
香
ば
し
さ
で
お
い
し
そ
う
か
と
」

　
「
い
い
で
す
ね
、
期
待
し
て
連
絡
待
っ
て
い
ま
す
」

　

針
宮
さ
ん
は
、
本
当
に
楽
し
そ
う
に
帰
っ
て
行
っ
た
。
き

っ
と
僕
に
ス
イ
ー
ツ
を
造
ら
せ
よ
う
と
思
っ
て
い
た
の
だ
。

　

新
製
品
を
作
っ
て
み
た
。針
宮
さ
ん
に
試
食
し
て
も
ら
う
。

ひ
と
口
か
じ
っ
て
も
ぐ
も
ぐ
し
て
い
る
。
ほ
う
じ
茶
を
ず
ず

っ
と
や
っ
て
。

　
「
お
い
し
い
ん
で
す
け
ど
こ
れ
、
ス
イ
ー
ト
ポ
テ
ト
で
す

ね
」

　
「
ス
イ
ー
ト
ポ
テ
ト
で
す
ね
。
だ
っ
て
、
世
界
初
じ
ゃ
な

く
て
い
い
っ
て
言
っ
た
じ
ゃ
な
い
で
す
か
」

　
「
も
っ
と
珍
し
い
も
の
を
期
待
し
て
い
ま
し
た
け
れ
ど
、

大
丈
夫
で
す
。
ダ
メ
と
は
言
っ
て
い
ま
せ
ん
。
そ
れ
に
、
ス

イ
ー
ト
ポ
テ
ト
は
珍
し
く
も
な
い
け
れ
ど
、
こ
の
形
は
か
わ

い
く
て
イ
ン
パ
ク
ト
十
分
で
す
。
む
し
ろ
食
べ
る
の
が
か
わ

い
そ
う
に
な
り
ま
す
」

　

ス
イ
ー
ト
ポ
テ
ト
は
、
ネ
コ
が
丸
ま
っ
て
い
る
形
に
細
工

し
た
上
に
、
卵
黄
の
焦
げ
目
模
様
で
茶
ト
ラ
に
し
た
。
卵
白

は
メ
レ
ン
ゲ
に
し
て
焼
き
、緑
色
の
マ
カ
ロ
ン
風
に
。ス
イ
ー

ト
ポ
テ
ト
を
載
せ
た
ら
、
ネ
コ
が
座
布
団
で
丸
く
な
っ
て
い

る
よ
う
に
見
え
る
。
食
べ
る
の
が
か
わ
い
そ
う
と
針
宮
さ
ん

が
言
っ
た
の
は
、
そ
う
い
う
こ
と
だ
。

　
「
お
供
は
や
っ
ぱ
り
ほ
う
じ
茶
で
す
か
ね
。
と
な
る
と
、

タ
ピ
オ
カ
屋
さ
ん
で
は
な
く
、
ス
イ
ー
ト
ポ
テ
ト
屋
さ
ん
を

は
じ
め
る
の
が
い
い
か
な
」

　

僕
は
ス
イ
ー
ト
ポ
テ
ト
屋
を
は
じ
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。

針
宮
さ
ん
が
都
の
助
成
金
を
紹
介
し
て
く
れ
た
り
し
て
助
け

て
く
れ
た
。
あ
た
ら
し
い
お
店
は
タ
ピ
オ
カ
屋
と
同
じ
商
店

街
の
中
だ
。

　
「
ち
ょ
う
ど
タ
イ
ミ
ン
グ
よ
く
空
き
店
舗
が
出
て
ラ
ッ

キ
ー
で
し
た
ね
。
近
く
て
便
利
で
し
ょ
」

　
「
た
し
か
に
行
き
来
は
楽
で
す
け
ど
。
針
宮
さ
ん
、
は
じ

め
か
ら
狙
っ
て
い
た
の
で
は
？
」

　

ご
ま
か
さ
れ
た
け
ど
、
針
宮
さ
ん
の
手
の
上
で
踊
ら
さ
れ

た
気
分
だ
。

　

お
店
は
、ネ
コ
を
食
べ
る
罪
悪
感
と
、焼
き
た
て
の
ス
イ
ー

ト
ポ
テ
ト
が
食
べ
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
い
く
ら
か
話
題
に

も
な
っ
て
、
今
の
と
こ
ろ
順
調
だ
。 

仲
野　

祐
樹

　
（
小
説
を
書
く
中
小
企
業
診
断
士
）

東京都中小企業診断士協会ホームページにて小説「シンダンシ！」を連載しています。

本誌にて掲載しているスピンオフの原作となります。ぜひご覧ください。

URL  https://t-smeca.com/novel/
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だ
。

　

つ
い
て
き
た
キ
ャ
ラ
メ
ル
シ
ロ
ッ
プ
を
、
ス
フ
レ
に
で
き

た
穴
に
た
ら
す
。
さ
ら
に
ひ
と
口
。
し
っ
か
り
し
た
甘
さ
に

な
っ
た
。
キ
ャ
ラ
メ
ル
の
ほ
ろ
に
が
さ
と
相
性
が
抜
群
だ
。

　
「
ど
う
で
す
？　

タ
ピ
オ
カ
屋
さ
ん
。
ど
れ
か
挑
戦
し
た

い
と
思
い
ま
し
た
か
」

　
「
こ
の
新
製
品
開
発
戦
略
と
い
う
や
つ
で
、
僕
に
な
に
か

作
ら
せ
よ
う
と
思
っ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
？
」

　
「
そ
ん
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
よ
？　

す
ぐ
で
は
な
く
て

も
、
新
規
事
業
に
つ
い
て
考
え
は
じ
め
て
よ
い
と
思
っ
た
だ

け
で
す
」

　

あ
や
し
い
。
新
規
事
業
の
話
だ
け
な
ら
川
越
ま
で
こ
な
く

て
も
よ
か
っ
た
の
で
は
。

　
「
な
に
か
ヒ
ン
ト
に
な
る
か
な
ぁ
と
は
思
い
ま
し
た
け
ど

ね
」

　

喫
茶
店
の
あ
と
、川
越
を
ぶ
ら
ぶ
ら
し
て
食
べ
歩
き
の
末
、

満
腹
に
な
っ
て
帰
っ
た
。
さ
つ
ま
い
も
ス
イ
ー
ツ
の
食
べ
歩

き
が
目
的
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
疑
念
が
高
ま
る
。

　
「
ふ
ぅ
ー
、
つ
い
た
ぁ
。
苦
し
い
」

　

家
に
た
ど
り
つ
い
て
、
お
腹
を
さ
す
る
。

　
「
み
ん
な
お
い
し
か
っ
た
。
新
規
事
業
の
ヒ
ン
ト
も
い
っ

ぱ
い
得
ら
れ
た
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
」

　
「
は
あ
、
ひ
と
つ
だ
け
」

　
「
ど
ん
な
ど
ん
な
？
」

　
「
今
は
さ
つ
ま
い
も
の
こ
と
し
か
考
え
ら
れ
な
い
ん
で
す

け
ど
、
さ
つ
ま
い
も
の
ペ
ー
ス
ト
に
牛
乳
と
タ
マ
ゴ
を
練
り

込
ん
で
焼
く
ん
で
す
。
し
っ
と
り
ね
っ
と
り
食
感
に
や
さ
し

い
甘
さ
と
香
ば
し
さ
で
お
い
し
そ
う
か
と
」

　
「
い
い
で
す
ね
、
期
待
し
て
連
絡
待
っ
て
い
ま
す
」

　

針
宮
さ
ん
は
、
本
当
に
楽
し
そ
う
に
帰
っ
て
行
っ
た
。
き

っ
と
僕
に
ス
イ
ー
ツ
を
造
ら
せ
よ
う
と
思
っ
て
い
た
の
だ
。

　

新
製
品
を
作
っ
て
み
た
。針
宮
さ
ん
に
試
食
し
て
も
ら
う
。

ひ
と
口
か
じ
っ
て
も
ぐ
も
ぐ
し
て
い
る
。
ほ
う
じ
茶
を
ず
ず

っ
と
や
っ
て
。

　
「
お
い
し
い
ん
で
す
け
ど
こ
れ
、
ス
イ
ー
ト
ポ
テ
ト
で
す

ね
」

　
「
ス
イ
ー
ト
ポ
テ
ト
で
す
ね
。
だ
っ
て
、
世
界
初
じ
ゃ
な

く
て
い
い
っ
て
言
っ
た
じ
ゃ
な
い
で
す
か
」

　
「
も
っ
と
珍
し
い
も
の
を
期
待
し
て
い
ま
し
た
け
れ
ど
、

大
丈
夫
で
す
。
ダ
メ
と
は
言
っ
て
い
ま
せ
ん
。
そ
れ
に
、
ス

イ
ー
ト
ポ
テ
ト
は
珍
し
く
も
な
い
け
れ
ど
、
こ
の
形
は
か
わ

い
く
て
イ
ン
パ
ク
ト
十
分
で
す
。
む
し
ろ
食
べ
る
の
が
か
わ

い
そ
う
に
な
り
ま
す
」

　

ス
イ
ー
ト
ポ
テ
ト
は
、
ネ
コ
が
丸
ま
っ
て
い
る
形
に
細
工

し
た
上
に
、
卵
黄
の
焦
げ
目
模
様
で
茶
ト
ラ
に
し
た
。
卵
白

は
メ
レ
ン
ゲ
に
し
て
焼
き
、緑
色
の
マ
カ
ロ
ン
風
に
。ス
イ
ー

ト
ポ
テ
ト
を
載
せ
た
ら
、
ネ
コ
が
座
布
団
で
丸
く
な
っ
て
い

る
よ
う
に
見
え
る
。
食
べ
る
の
が
か
わ
い
そ
う
と
針
宮
さ
ん

が
言
っ
た
の
は
、
そ
う
い
う
こ
と
だ
。

　
「
お
供
は
や
っ
ぱ
り
ほ
う
じ
茶
で
す
か
ね
。
と
な
る
と
、

タ
ピ
オ
カ
屋
さ
ん
で
は
な
く
、
ス
イ
ー
ト
ポ
テ
ト
屋
さ
ん
を

は
じ
め
る
の
が
い
い
か
な
」

　

僕
は
ス
イ
ー
ト
ポ
テ
ト
屋
を
は
じ
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。

針
宮
さ
ん
が
都
の
助
成
金
を
紹
介
し
て
く
れ
た
り
し
て
助
け

て
く
れ
た
。
あ
た
ら
し
い
お
店
は
タ
ピ
オ
カ
屋
と
同
じ
商
店

街
の
中
だ
。

　
「
ち
ょ
う
ど
タ
イ
ミ
ン
グ
よ
く
空
き
店
舗
が
出
て
ラ
ッ

キ
ー
で
し
た
ね
。
近
く
て
便
利
で
し
ょ
」

　
「
た
し
か
に
行
き
来
は
楽
で
す
け
ど
。
針
宮
さ
ん
、
は
じ

め
か
ら
狙
っ
て
い
た
の
で
は
？
」

　

ご
ま
か
さ
れ
た
け
ど
、
針
宮
さ
ん
の
手
の
上
で
踊
ら
さ
れ

た
気
分
だ
。

　

お
店
は
、ネ
コ
を
食
べ
る
罪
悪
感
と
、焼
き
た
て
の
ス
イ
ー

ト
ポ
テ
ト
が
食
べ
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
い
く
ら
か
話
題
に

も
な
っ
て
、
今
の
と
こ
ろ
順
調
だ
。 

仲
野　

祐
樹

　
（
小
説
を
書
く
中
小
企
業
診
断
士
）

東京都中小企業診断士協会ホームページにて小説「シンダンシ！」を連載しています。

本誌にて掲載しているスピンオフの原作となります。ぜひご覧ください。

URL  https://t-smeca.com/novel/

シンダンシ・プラス
～ 中小企業診断士です。企業とお店をサポートします ～

　「
新
規
事
業
の
創
出
の
旅
」

　

今
日
は
針
宮
さ
ん
が
や
っ
て
く
る
日
だ
。
毎
回
テ
ス
ト
を

受
け
る
気
分
で
、前
日
く
ら
い
か
ら
そ
わ
そ
わ
し
て
し
ま
う
。

い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
手
に
つ
か
な
い
。

　

入
口
の
チ
ャ
イ
ム
が
鳴
っ
て
、
針
宮
さ
ん
が
お
店
に
登
場

し
た
。
い
つ
も
と
様
子
が
ち
が
う
。
ス
ー
ツ
で
は
な
い
。

　
「
針
宮
さ
ん
、
今
日
は
そ
の
恰
好
」

　
「
秋
ら
し
く
ス
ポ
ー
テ
ィ
に
キ
メ
て
み
ま
し
た
」

　

ス
ポ
ー
テ
ィ
と
い
っ
て
も
、
ジ
ャ
ー
ジ
で
は
な
い
。
な
に

か
オ
シ
ャ
レ
な
ス
ポ
ー
テ
ィ
だ
。

　
「
オ
シ
ャ
レ
し
て
、
こ
の
あ
と
ど
こ
か
へ
お
出
か
け
で
す

か
、
い
い
で
す
ね
」

　
「
な
に
を
言
っ
て
い
る
ん
で
す
か
、
タ
ピ
オ
カ
屋
さ
ん
も

一
緒
で
す
よ
」

　
「
え
ー
、
聞
い
て
な
い
よ
」

　
「
聞
い
て
な
く
て
も
大
丈
夫
、紅
葉
を
見
に
行
こ
う
と
言
っ

て
京
都
だ
っ
た
く
ら
い
で
す
か
ら
ね
。タ
ピ
オ
カ
屋
さ
ん
は
」

　
「
そ
ん
な
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
」

　

も
う
遠
い
記
憶
の
よ
う
な
気
が
す
る
。

　
「
今
日
は
お
店
に
い
な
く
て
も
大
丈
夫
な
の
で
し
ょ
う
？
」

　
「
は
い
、
ア
ル
バ
イ
ト
さ
ん
に
は
い
っ
て
も
ら
っ
て
ま
す
」

　

カ
ウ
ン
タ
ー
に
女
性
が
立
っ
て
い
る
。
名
前
は
剣け

ん

行ぎ
ょ
うさ
ん

と
い
う
。
お
店
に
と
っ
て
は
じ
め
て
の
従
業
員
で
、
採
用
し

た
ば
か
り
だ
。
常
連
の
琴
田
さ
ん
の
紹
介
か
ら
面
接
を
し
て

採
用
と
な
っ
た
。料
理
の
勉
強
を
し
て
い
た
こ
と
が
あ
っ
て
、

し
か
も
仕
事
で
会
計
業
務
を
担
当
し
て
い
る
そ
う
だ
。
副
業

人
材
で
も
あ
る
。
頼
り
に
な
る
か
ら
、
副
業
で
な
け
れ
ば
僕

の
か
わ
り
に
お
店
を
経
営
し
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
し
ま
う
。

　
「
そ
れ
じ
ゃ
、
ま
た
京
都
に
行
く
ん
で
す
か
？
」

　
「
そ
ん
な
に
遠
く
あ
り
ま
せ
ん
」

　

こ
こ
で
す
と
言
っ
て
ス
マ
ホ
を
見
せ
ら
れ
る
。
も
う
地
図

ア
プ
リ
が
ナ
ビ
状
態
に
な
っ
て
い
た
。
こ
こ
と
言
わ
れ
て
も

行
き
先
は
画
面
に
表
示
さ
れ
て
い
な
い
。

　
「
え
っ
と
、
ど
こ
で
す
か
」

　
「
ま
だ
教
え
ま
せ
ん
。
こ
れ
の
と
お
り
に
行
っ
た
と
こ
ろ

で
す
」

　
「
サ
プ
ラ
イ
ズ
で
す
か
」

　

今
回
は
小
旅
行
す
る
羽
目
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
家
に
戻

っ
て
サ
イ
ド
カ
ー
を
引
っ
張
り
出
し
て
き
た
。
以
前
に
針
宮

さ
ん
が
僕
の
せ
い
で
大
学
に
遅
刻
し
そ
う
に
な
っ
た
こ
と
が

あ
っ
て
、そ
の
と
き
に
サ
イ
ド
カ
ー
に
活
躍
し
て
も
ら
っ
た
。

そ
れ
で
今
回
も
サ
イ
ド
カ
ー
で
移
動
し
よ
う
と
い
う
こ
と
に

な
っ
た
の
だ
。
電
車
は
乗
り
換
え
が
大
変
と
の
こ
と
。
あ
ま

り
遠
く
な
け
れ
ば
電
車
よ
り
便
利
と
い
う
こ
と
も
あ
る
。

　

猛
暑
が
つ
づ
い
た
夏
が
落
ち
着
い
て
、
涼
し
く
感
じ
ら
れ

る
日
が
多
く
な
っ
た
。
も
う
十
月
だ
。
サ
イ
ド
カ
ー
で
の
お

出
か
け
も
気
持
ち
い
い
季
節
、
の
は
ず
だ
け
れ
ど
、
バ
イ
ク

に
乗
っ
て
背
中
に
日
光
を
受
け
て
い
た
ら
、
や
っ
ぱ
り
暑
か

っ
た
。

　

や
っ
て
き
た
の
は
川
越
だ
っ
た
。
サ
イ
ド
カ
ー
を
駐
車
場

に
停
め
、
針
宮
さ
ん
に
い
ざ
な
わ
れ
て
喫
茶
店
に
は
い
る
。

メ
ニ
ュ
ー
に
は
さ
つ
ま
い
も
を
使
っ
た
ス
イ
ー
ツ
が
い
っ
ぱ

い
だ
。
水
を
飲
み
な
が
ら
考
え
る
。
よ
し
、
さ
つ
ま
ス
フ
レ

と
ダ
ー
ジ
リ
ン
・
テ
ィ
ー
に
決
め
た
。さ
つ
ま
い
も
を
使
っ
た

ス
フ
レ
、容
易
に
想
像
で
き
る
。
お
い
し
さ
は
間
違
い
な
い
。

　
「
そ
れ
で
、
今
日
の
テ
ー
マ
は
な
ん
で
す
？
」

　
「
よ
く
ぞ
聞
い
て
く
れ
ま
し
た
」

　

聞
い
て
ほ
し
か
っ
た
の
か
。
ふ
く
ら
ん
だ
ト
ー
ト
バ
ッ
グ

か
ら
取
り
出
し
た
の
は
ノ
ー
ト
サ
イ
ズ
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
。
す

こ
し
操
作
し
て
か
ら
画
面
を
こ
ち
ら
に
向
け
る
。

　
「
タ
ピ
オ
カ
の
お
店
は
軌
道
に
乗
っ
て
き
た
と
思
い
ま
す
。

ア
ル
バ
イ
ト
を
雇
っ
て
も
や
っ
て
い
け
る
く
ら
い
に
。
と
い

う
こ
と
で
、
新
規
事
業
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？
」

　

タ
ブ
レ
ッ
ト
に
は
「
新
規
事
業
の
創
出
」
と
表
示
さ
れ
て

い
る
。

　
「
新
規
事
業
っ
て
な
ん
で
す
か
。
こ
れ
ま
で
や
っ
て
き
た

新
メ
ニ
ュ
ー
と
は
ち
が
う
っ
て
こ
と
で
す
よ
ね
」

　
「
そ
れ
は
市
場
浸
透
戦
略
、
新
規
事
業
と
は
ち
が
い
ま
す

ね
」

　
「
出
た
、謎
の
呪
文
用
語
。
教
え
て
針
宮
さ
ん
の
コ
ー
ナ
ー

開
始
で
す
」

　
「
ち
ゃ
か
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。
ア
ン
ゾ
フ
の
成
長
マ
ト

リ
ク
ス
と
い
う
や
つ
で
す
。
ま
た
呪
文
と
言
わ
れ
そ
う
で
す

け
れ
ど
」

　

タ
ブ
レ
ッ
ト
に
四
角
の
図
が
表
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
話

を
し
よ
う
と
準
備
し
て
い
た
の
だ
。
説
明
に
よ
る
と
、
市
場

と
製
品
を
既
存
と
新
規
に
わ
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ
を
組
み
合
わ

タピオカ屋
多比岡経隆（つねたか）。高級日本
料理屋の後継者。日中タピオカ屋
を営み、夜は親の店を手伝う。

針宮　沙羅
商社に勤め副業で活動する中小企
業診断士。タピオカ屋とは創業支
援して以来の付き合い。

登  場  人  物

市
場

既
存

新
規
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〈所 在 地〉
〒 104–0061

東京都中央区銀座２丁目 10 番 18 号  東京都中小企業会館７階

〈最寄駅からのアクセス〉
東京メトロ有楽町線 銀座一丁目駅 11 番出口　徒歩１分

東京メトロ銀座線 銀座駅 A13 番出口　徒歩５分
東京メトロ都営地下鉄線 東銀座駅 A8 番出口　徒歩５分

JR 有楽町駅 京橋口　徒歩 10 分

外
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通
り

Ｊ
Ｒ
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楽
町
駅
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央
通
り

銀
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昭
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銀座駅

銀座一丁目駅
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11番出口
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Apple

ユニクロ

松屋
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